
扮讀纂醐  麟離

日本在宅ホスピス協会は、がん患者が、家にあって十分な緩和ケアを受け、できるだけ家族や親しい

友人と有意義な時間がもてるように、医療のみならず看護、介護サービスをチームで提供 していこ

うと1995年に設立されました。地域包括ケア元年の今年は、「最期の時を自分の家で自分らしく過

ごしたい」という思いの実現を目指して、千葉県船橋市で開催します。ぜひご参加ください。

日時:2012年8月 31日 0～9月 2ヨ0
会場:セ ミナーハウス クロス・ウェーブ船橋

(千葉県船橋市本町2‐9-3/容 047…436-0111)

平會K埒六鼈羹萎蒙嚢華菱韓峰幸1華却ⅢⅢIIIIIIIII
会員2000円 (当 日3000円 )//非会員4000円 (当 日5000円 )

|■■

会員1000円 (当 日2000円 )/非会員2000円 (当 日3000円 )

ウェルカムパーティ(8月 31日 )、 懇親会 (9月 1日 )各 6,000円

オプショナルツアー(9月 1日 午前)、 交流会 (9月 1日 )は裏面参照

市民公開講座 (9月 2日 )は無料

遭援あ讃 否題摯霧犠 がぁりま九 銹 慾肱鰤はじ祠 許

主催/日 本在宅ホスピス協会 共催/公益社団法人船橋地域福祉・介護。医療推進機構 後援/船橋南部在宅療養研究会

大会会長/藤田敦子(NPO法人ピュア代表・協会役員)副 会長/高木恒雄(公益法人代表理事)実行委員長/永谷計(板倉訪問クリニック院長)

/El

清水 哲良5氏 (東京大学死生学・応用倫理センター特任教授)

『ケア従事者のための臨床倫理学・死生学 ― 高齢者の意思決定をめぐつて一』

木下 寛也 氏 (国立がん研究センター東病院緩和医療科・精神腫瘍科科長)

『患者・家族の支援の観点から見た医療轟ミュニケーション』

藤田 敦子 氏 (NPO法人千葉・在宅ケア市民ネットワークピュア代表)

『懇者の願いを叶えたtl…地域包播ケアで支えるまちへ』

いのちの不思議さ
～家をホスビスに～

柳田邦男 小笠原文雄
(作家・評論家)(小笠原内科・協会長)

日本在宅ホスビス協会


